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Summary Comparison was attempted between the free verse style haiku poets. Santohka Taneda and Hohsai Ozaki. 
1. Santohka published collections of his haiku poems during his life time while. Hohsai published none while he was 
alive. 
2. Santohka, like Bashoh Matsuo,wrote many of his poems on changeable Nature,landscapes, and human sentiments 
during his frequent journeys while Hohsai produced as many as nearly 3000 poems over the period of 8 months before 
his death as a solitary janitor of a Buddhist temple in his desperate effects to be regaeded as a poet. 
3. Many of Santohka's haiku poems are considered to be of a variation in style not far from the traditional haiku style of 
5-7-5 syllables whereas Hohsai largely neglected the haiku rules in his so-called one-phrase poems. 















































































































































































































何か』（5.  pp.122～129 を筆者が要約引用したものである）。 
 （参考までに、尾崎放哉の短律に、〈霜とけ鳥光る 九音〉〈渚白
い足だし 十音〉がある。（『尾崎放哉句集』(12.  p.98)) 音数ではな
いが字数の少ないものに、〈一日の終りの雀 七字〉、〈白壁雨のあと




  〈まつすぐな道でさみしい〉 （昭和2～3年頃）（山頭
火が放浪流転の旅に出て1～2年頃は作句の年月不詳である）。（『山頭
























頭火 名句鑑賞』(8.  pp.20～21)) 
 そして、次の二句をあげている。 


















(11.  p.280 ） 
 山頭火の〈このみちや いくたりゆきし われはけふ
















 なお、同じ〈 まっすぐな道でさみしい 〉（昭和2～3
















































   〈分け入っても分け入っても青い山〉（大正15年）（『山

























穂、高千穂から日向への旅の途上で得た。嶽 嶽 重 畳
たけたけちょうじょう
、














身、医師、山頭火ともっとも文通が多かった）。      
 ところで、『山頭火 句集（三）』(14.  pp.4～5) の冒頭で、
大山澄太が「私の好きな山頭火の句」として30句あま
りをあげている。その中の一部に次のような句がある。 
  〈大樟も私も犬もしぐれつつ 〉 （昭和6年） 
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   〈草の実や落し水田に日の赤き〉（明治44年） 
   〈鳥放つ湖上遠山夕映えて〉（明治44年） 
   〈放鳥の嘆くか森に谺ある〉（明治44年） 
   〈泣き得ぬが悲し一葉の散る見ても〉 
（明治44年） 
   〈子と遊ぶうらゝ木蓮数へては〉（大正2年） 
 
 前掲の句は、例えば、下に揚げた良寛の俳句（『校注 
良寛全句集』(15.  p.84)）や短歌『良寛（下）』(16.  p.151)を彷
彿とさせる趣があるのではなかろうか。 
    〈さわぐ子の捕る知恵はなし初ほたる〉 良寛 
   〈子供らと手鞠つきつゝ此の里に遊ぶ春日は暮
れずともよし〉 良寛 
   これらの句以外にも良寛と山頭火の子どもに対す
る心情は、筆者には通ずるものがあるように思うのだ
が。 
   
  〈けふの日も事なかりけり蝉暑し〉 （大正5年） 
  〈朝の声はろばろ草のみどり踏む〉 （大正5年） 
  〈ふと目覚めて耳澄ましたり遠雷す〉（大正5年） 
  〈屋根の雪溶けゆく窓の話声〉 （大正6年） 
  〈冴えかえる月の光よ妻よ子よ〉 （大正6年） 
  〈酔ひざめのこころに触れて散る葉なり〉 
（大正7年） 
  〈いつ見ても咲いてゐる花赤い花〉（大正7年） 
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 以下、『山頭火 句集（三）』（14）から筆者のこのみで
字余りの句の一部をあげる。 































































































































































島津忠夫・大岡信・森川昭編『俳文学大辞典』(18. p.348  ))、(芭蕉の句：
堀信夫監修『なぞり書き 芭蕉全句』(19. p.29)) なお、井本農一・堀 信





































































































































































































































































































句は、池内 紀『尾崎放哉句集』(12.  p.74)や『尾崎放哉全集』（6.  p.94）、










がないと思われる。（『尾崎放哉全集』（6  p.94) ）したがって、〈青葉の

































































































































        ― 一人 ― 
     
    鴉啼いてわたしも一人（p.14） 
        ひとりで蚊にくはれている（p.19） 
        張りかえた障子のなかの一人（p.24） 
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    いただいて足りて一人箸をおく（p.59) 
    くりやまで月かげの一人で（p.62) 
    雪ふる一人一人ゆく（p.74) 
    よびかけられてふりかへったが落葉林（p.128) 
    閉めて一人の障子を虫がたたく（p.140) 
    誰も来てくれない蕗の佃煮を煮る（p.141) 






































































































































































































































































」と述べている。（『人間 種田山頭火と尾崎放哉』(3.  pp.38
～39)) (筆者傍点) 












  〈人をそしる心をすて豆の皮むく〉 
    〈障子しめきって淋しさをみたす〉 
  〈何か求むる心海へ放つ〉 
  〈うそをついたやうな昼の月がある〉 
  〈竹の葉さやさや人恋しくて居る〉 
  〈淋しいぞ一人五本の指を開いて見る〉 
  〈雀のあたたかさを握るはなしてやる〉 
  〈朝の白波高し漁師家に居る〉 





















  〈とんぼが淋しい机にとまりに来てくれた〉 
  〈花がいろいろ咲いてみんな売られる〉 
  〈叱ればすぐ泣く児だと云って泣かせて居る〉 
  〈壁の新聞の女はいつも泣いて居る〉 
  〈少し病む児に金魚買うてやる〉 
  〈障子あけて置く海も暮れきる〉 
  〈追っかけて追ひ付いた風の中〉 
 早坂 暁は、小豆島時代の解説の最後を、「誰にも差
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尾崎放哉』(3.  pp.38～39)) 










































































































































の名句としている。（大岡 信『百人百句』(32.  pp.216～218) ） 
また、大岡 信は、〈見える魚のつれないはずのない































































































































   〈月天心貧しき町を通りけり 与謝蕪村〉 










評 ② 人生批評 ③ 自己批評に分けられる。(筆者注、蕪
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鳥の二字に代表させている。それは何遍も繰り返して
言っておる通りだ」。（『俳談』(36.  p.135）) 
なお、俳句と川柳の違いについて、長谷川櫂が同じ
ような例をあげているので付記しておく。(『現代俳句大




























  海は濁りてひたひた我に迫りたれ 
 ⇒ 海濁りひたひたひたと迫り来る 
  朝焼けおそき旦薔薇は散りそめぬ 





  山の色澄きってまつすぐな煙 
 ⇒ 山の色煙まつすぐ澄きって 
  燕とびかふ空しみじみと家出かな 





ふたり水をながめつ今日も暮れゆく ⇒  
 水ながめわが子と二人今日も暮れ 
  地つき唄ほがらかな朝の群衆なり 
 ⇒ 地つき唄ほがらかな朝群衆や 
  たまさかに飲む酒の音さびしかり（もともと定型
句） 
  けふのはじまりの汽笛長う鳴るかな 
 ⇒ 長々と汽笛鳴るなり今朝始発 
  労れて戻る夜の角のいつものポストよ 
 ⇒ 夜の角疲れて戻るポストなり 
  けふも托鉢ここもかしこも花ざかり 
 ⇒ 托鉢はどこもかしこも花ざかり 
 
（行乞―山行水行） 





  炎天をいただいて乞ひ歩く 
 ⇒ 炎天をいただいて乞ひ歩きけり 
   鴉
からす
啼いて私も一人 
 ⇒ 一人旅鴉も啼いて寂しがる 
  生死の中の雪ふりしきる 
 ⇒ 厳しくも生死の中の雪降りぬ 
  この旅、果てもない旅のつくつくぼうし 
 ⇒ 果てしないつくつくぼうし旅の友 
  しづけさは死ぬるばかりの水がながれて 
 ⇒ しずけさは死ぬるばかりの水ながれ 
  酔うてこほろぎと寝てゐたよ 
 ⇒ こおろぎと一夜を過ごす酔っ払い 
  まったく雲がない笠をぬぎ 
 ⇒ 晴れ晴れと雲一つなく笠をぬぎ 
 
（行乞―鉄鉢の中） 
  あんな夢を見たけさのほがらか 
 ⇒ 夢にさえほがらかさあり朝ぼらけ 
  一人住んで捨てる物なし 
 ⇒ 捨てる物なにもないほど一人なり 
  逢うて戻ればぬかるみ 
 ⇒ 妻たちに逢うて戻ればぬかるみぞ 
  うしろ姿のしぐれてゆくか 
 ⇒ 寒さまでうしろ姿でしぐれるか 
（あきらかに自由律俳句が優れている例） 
  鉄鉢の中へも霰 ⇒ 鉄鉢の中へも霰降りにけり 
  けふもいちにち風をあるいてきた 
 ⇒ 日暮れまで風に吹かれてさまよえり 
  ふるさとの言葉のなかにすわる 
 ⇒ ふるさとの言葉と山河わが居場所 
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（其中一人） 
  どかりと山の月おちた ⇒ 
 どっかりと山の端に月沈みけり 
  なつめたわゝにうれてここに住めとばかりに 
 ⇒ 住むによしたわわに熟れたなつめあり 
  菜の花咲いた旅人として 
 ⇒ 風薫り菜の花咲いて旅をゆく 
  あるけばかっこういそげばかっこう 
 ⇒ 歩いても急いでも聞くカッコウや 
  旅も一人の春風に吹きまくられ 
 ⇒ 春風に吹きまくられて一人旅 
  お墓したしくお酒をそそぐ 
 ⇒ 酒飲みのお墓にそそぐお酒哉 
 
（名残の放浪） 
  酒飲めば涙ながるるおろかな秋ぞ 
 ⇒ 酒飲めば涙ながるる秋おろか 
  その松の木のゆふ風ふきだした 
 ⇒ 松の木をゆする夕風秋近し 
  枯草しいて月をまうへに 
 ⇒ 枯れ草に身を横たえて月を見る 
  旅空ほつかりと朝月がある 
 ⇒ 旅の空ぽっかり浮かぶ朝の月 
  しぐれて人が海を見てゐる 
 ⇒ しぐれ来て海を見ている人一人 
  山のするどさそこに昼月をおく 
 ⇒ 山陰にするどくかかる昼の月  
  秋風あるいてもあるいても 
 ⇒ あるいても秋風吹いてあるいても 
  風は初夏の、さつさうとしてあるけ 
 ⇒ 風は初夏さっそうとしてあるこうか 
  おちついて死ねさうな草萌ゆる 
 ⇒ 草萌えて心静かに死ねそうな 
  もりもりもりあがる雲へ歩む 
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